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4，事業の概要： 

地域住民の口腔健康増進のため、平成 19 年から（一社）十勝歯科医師会が進めている、住民

参加型の新たな 8020 運動を継続・推進した。そして今年度も、医科歯科連携として口腔と全

身疾患（糖尿病）との関連性また周術期口腔ケア・禁煙サポート・肺炎予防・睡眠時無呼

吸症候群連携についての啓蒙活動に取り組んだ 

今年度はオーラルフレイルと健康長寿について地域住民向けに歯科医師と歯科衛生士のそれ

ぞれの立場から講演会を開催し口腔ケアの啓蒙を行なった。 

また、歯科サイドからの一方的でない、地域住民からの要望に答えそれぞれの地域に健康出前

講座として足を運び 8020 推進活動並び口腔機能の大切さを啓蒙し地域活性化の一助とした。 

5，事業の内容： 

１、8020 推進員の活動 

生活協同組合コープさっぽろ主催の「食べるたいせつフェスティバル」や各イベントに 

参加いただき噛むカムチェックガムやあいうべ体操のお手伝いをしながら地域住民への口

腔の健康向上啓蒙活動を行った。。 

２、対外的広報活動 

 一般市民向け講演会は昨年度から医科歯科連携で継続している 

オーラルフレイルと健康長寿の演題で東京都健康長寿医療センター研究所枝広あや子先生

と北海道歯科衛生士会会長武藤智美先生にご講演を頂いた他、２月には歯周病と糖尿病に関

わる市民公開講座を札幌医科大学教授斎藤重幸先生、北海道医療大学歯学部教授長澤敏行先

生を迎えて開催した。 

地域住民から要望があった７件の市町村に足を運び希望する内容の健康出前講座を行いお 

口の健康の重要性を理解していただいた、また管内の中学・高校生向けに口腔ケアの重要性 

の授業を行った。 

6，実施後の評価（今後の課題）：  

・住民参加型による｢8020 運動｣は今年で１１年目となるが、口腔健康の増進活動の裾野が少し

ずつに広がってきている。また対外広報や他団体のまちづくり事業に参加することで十勝・

帯広の中心部の活性化の一助や幅広い世代と共に 8020 推進と啓蒙活動が行えた。今後も地

域を活性化し、地域全体の活気が歯科界の活気につながる様今後も続ける必要がある。 

・活動の更なる飛躍のために 8020 推進員からフレイル予防推進委員に変更し幅広い年代にお

口の重要性についてお話しいただく事で啓蒙活動につなげることができた。 

・健康出前講座の要望は減少し今年度は１２０名参加の講演依頼があり 8020 推進の啓蒙を行

なった。中高生に向けて授業を通じて口腔ケアの重要性を啓蒙し１２０名の参加があった。 

・8020 推進をあらゆる方法で啓蒙し今年度は多数の地域住民に参加して頂けた。今後地域住民

に積極的に参加いただくよう広報活動の充実を図るとともに多職種と様々な連携を取りな

がら地域住民に周知し 8020 運動を推進していくかが今後の課題である。 

 


